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中山義隆市長に対する問責決議 

    

このことについて、石垣市議会会議規則第 14条第１項の規定により提出いた

します。 
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理 由 

４期の長きに渡り市政を担ってきた中山市長には、今一度初心に戻り二元

代表制が何たるかを考えてもらい、市長職の責任の重さを再認識していただ

くため、議会として責任を問うため。 



中山義隆市長に対する問責決議 

 

令和６年９月定例会である今議会一般質問において、中山市長から内原英聡

議員に対して議会を著しく軽視する発言があったことに強く抗議する。 

これまでも、市長の議会への対応については多くの批判があった。 

特に自席からの議員に対する野次は常態化ともいえる状況にあり、本来、執

行当局の関わらない議員提出議案等の議論にも言及する始末である。 

そのような中での今回の発言は、「議員の一般質問に対し、市長が質問の終

了を宣言する」というものであり、議会対応として常軌を逸していると言わざ

るを得ない。 

４期の長きに渡り市政を担ってきた中山市長には、今一度初心に戻り二元代

表制が何たるかを考えてもらい、市長職の責任の重さを再認識していただくた

め、議会として責任を問うものである。 

以上、決議する。 

令和６年９月 17日 

石 垣 市 議 会 


